
- 1 -

現代史プリント（E－１）第一次大戦(1)

第一次世界大戦の発生
NHKスペシャル「映像の世紀２ 大量殺戮の完成」をもとに

１．第一次世界大戦について
①第一次大戦は[1 ]年にはじまり[2 ]年に終わった戦争である。

第一次大戦は[3 ]・オーストリア＝ハンガリー帝国など同盟国と、[4
][5 ][6 ]（のちに[7 ]）などの協商

国（連合国）の間で発生し、日本やアジア・アフリカの植民地も巻き込んだ世界戦争となった。

②この戦争は、1914年、当時オーストリア領でボスニアの都市[8 ]で、[9
]のフェルナンド夫妻が、[10 ]人民族主義者の青年によって暗

殺されたのがきっかけで発生した。（[11 ]事件）

２．戦争の初期
①各国は熱狂に包まれ、若者たちはつぎつぎと兵士となっていり、１ヶ月の間に双方合わせて[12

]人が動員された。

その理由は・13

・14

戦争が開始されると、社会は一旦好戦的な声が高まり、ドイツでもフランスでも戦争に強く反対
していた[15 ]の多くが戦争支持にまわり、いわゆる[16 ]体制が形
成されていった。

② 戦争当初の移動方法は主に17 であり戦闘も18 の
突撃が中心であった。

↓
ところがこうした昔ながらのやりかたに衝撃を与えたのが[19 ]の使用であった
→この兵器の使用によって、西部戦線でのドイツの攻撃は止められることになった。

②主な戦場はフランス東部の[20 ]戦線と、ロシアとの間の[21 ]戦線であった。

３．世界からの兵士の動員
戦争の長期化によって、大量の物資や人員が必要となり、各国の[22 ]などから大量

の兵士が動員された。その結果、イギリスの兵士の[23 ]は植民地出身者であった。

中国からも１０万人以上の労働者が動員され、爆薬の輸送など危険な仕事に従事した。
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このようにして、世界各地から動員された兵士は[24 ]人をこえるなど、各国の人々
はこの戦争のために多くの犠牲を強いられることになった。

４．民間の動員
大量の物資の必要から戦争への民間の動員がはじまった。
パリでは[25 ]で兵士の輸送がおこなわれ、ロンドンの２階建てバスも兵士の輸

送のために動員された。

フランスでは戦争後わずか一ヶ月で準備された爆薬の半分を使用したため、工業生産を増やすた
め、サマータイムを導入し、[26 ]を増やそうとした。

また労働力不足解消のため、[27 ]がこれまで男性しかつけなかった職場に進出した。
女性兵士もうまれた。こうしたことがのちの[28 ]獲得につながっていく。

このようにこの戦争は国民生活すべてに影響を与えるものとなっていった。このように政治や社
会を戦争目的に再編するような体制を[29 ]体制と呼ぶ。

４．戦争の変化
戦局の膠着化にともない戦争は[30 ]戦が中心になった。

塹壕とは 31
↓

したがって戦術もこれまでの突撃戦術から、塹壕に砲火を浴びせ、相手を消耗させる方法に代わった。
→[32 ]が普及したのも時間を決め正確に攻撃するためであった。

塹壕は北海に到達し、[33 ]キロメートルの前線の塹壕において両軍は向かい合った。

塹壕戦は、兵士たちを苦しめ、塹壕症とよばれるような病気を発症させた。

また戦争の長期化に伴い、冬服の支給のないまま２００万人が戦場で過ごした。

５．当時の世界
①ドイツ側に立った[34 ]と対抗するために、アラブ人によるトルコからの独立に協
力するため、「アラビアの[35 ]」とよばれる人物が活躍した。

②インドではガンディーもイギリスに[36 ]したほうが有利と考え、志願兵募集に
協力した。

③[37 ]は当時中立政策をとっており、貿易額はこれまでの４倍にのぼり、空前の[38
]を迎えていた

ドイツに宣戦を布告し、チンタオを攻撃した[39 ]も、ヨーロッパの戦場から遠
かったせいか好景気となり世界第[40 ]位の利益を上げた。


